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 本学園は、学生・理事・教職員が三位一体

となって、学園共同体（工学アカデミア）が

目指す価値の共有を⼤切にしています。 

 学園とは、志高い人々の集団として、多様

な文化を尊重し､知識を知恵に変容できる人

材が生まれ出る場でなければなりません。 

 私たちは「社会から信頼され、必要とされ

る学園」となる工学アカデミアの実現を目指

します。 
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人間形成 

技術革新 

産学協同 

  の旗を掲げ 

 

無くてはならぬ 学園を 

無くてはならぬ 人材を 

  求めて三十年 

堅忍不抜 全学一致 

犬鷲の 天翔けるが如く 

  さらに 力めん 

  さらに 励まん 

昭和62年６月１日 

学校法人金沢工業大学 

学園長 泉屋 利吉 

「建学の塔」より 
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本学園の使命 

日本の学校教育法は「大学は、学術の中心として、広く知識を授けるとともに、深く専門の学

芸を教授研究し、知的、道徳的及び応用的能力を展開させることを目的とする。」「高等専門学校

は、深く専門の学芸を教授し、職業に必要な能力を育成することを目的とする。」と述べていま

す。 

また、アメリカの故ケネディ大統領は、1963年６月10日アメリカン大学の卒業式において『平

和の戦略』と題する演説を行いましたが、この演説はあの有名なリンカーン大統領の『ゲチスバ

ーク演説』に比すべき歴史的名演説といわれています。彼はその中で「この地上にあるもので大

学ほど美しいものはないであろう。大学は無知を憎む人々が知ることに努め、真理を知っている

人々が、他の人々の眼を開かせようと努める場であるからである。」と、彼らしい格調の高い言

葉を引用して大学の使命を語っています。 

これら二つの表現において、学校教育法は学理的に、ケネディ大統領は高踏的に、それぞれ大

学の使命を定義づけています。たしかに、大学は学術の中心であって、常に高度の教育実践と斬

新な研究活動を行い、日本及び世界学術の進歩と国際文化の向上に寄与することを使命とし、高

等専門学校は、産業日本の発展を担う優秀な技術者を育成することを使命としているのでありま

す。 
 

 

教育原理の焦点 

さらに、一般的教育とは、哲学者フィヒテの唱えるように、人間自身を形成することであり、

人間を彼自身たらしめることであります。また、教育学者ナトルプのいうように人格を陶冶する

ことであります。陶冶とは個人の完全なる形成を意味します。 

それゆえ、学園の使命を具体的に挙げれば、人間形成、学術探究及び職業教育の三つの項目を

数えることができます。この三つの項目は、いずれも重要な意義を持っていますが、窮極におい

ては、人間形成に重点を置いているのであります。要するに、学術探究、職業教育によっても人

間形成は可能ではありますが、人間形成を除外して、学術探究も職業教育もありえないのであり

ます。したがって、使命の本質は、最高の知能と深奥な教養のある指導的人間の育成の場である

と断言してよいと思うのであります。 

このように、学園を人間形成の場として重視すれば、学生生活はただ単に教室、実験室及び図

書館にのみあるのではなくて、その文化活動、体育奨励、寮生活の指導、厚生施設、衛生管理、

生活相談及び就職斡旋などあらゆる部門、すなわち常住坐臥そのものが重要な意義を持つことに

なります。 

学校法人金沢工業大学建学綱領 
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学園共同体の倫理 

以上の観点に立てば、人間形成ということは、官学たると私学たるとを問わず、およそ共通の

最大の使命でありますが、特に私学においては、教育の担当者は、ひとり教授のみならず、広く

理事者及び職員をも含むべきことを理解せねばなりません。したがって、本学園においては理事、

教職員及び学生の三位一体の学園共同体を築き上げることによって、真に人間形成の場となし、

民主主義日本の期待する人間像の生まれ出る温床とすべきであります。 

しかも、私学は官学に比較して、私立学校法によって一定の基準を守り、監督を受けねばなら

ないとしても、複雑な法的規制や煩瑣な官僚統制を免れて、はるかに自由な立場にあります。戦

前においては、私学に対する当局の監督統制は、今日よりは、はるかに厳格を極めていましたが、

それにもかかわらず、私学は、それぞれ独自の伝統と堅実な学風を育て上げたのであります。 

いずれの私学においても、その経営の企画と財政の確立のために多大の苦慮を払いながら、な

おかつ香り高き矜持を失わないのは、実にこの自由の立場が存在するからであります。それゆえ

にこそ、本学園においては、技術時代に先駆する革新的な産学協同方策を高く旗標として掲げて、

経営管理の最高責任者である理事会は、教育研究の直接担当者である教職員及び研学当事者であ

る学生の全面的な協調を得て、その抱負経綸を実現するため、私学の特長を遺憾なく発揮して縦

横自在な活動を行い、高邁な学風を築かんとするものであります。 

見られよ。古き校史に彩られた私学の中には、その創設者の人格と識見によって建立され、長

き歳月と烈しい風雪に耐えて鍛え上げられ、独自の伝統と質実な学風を誇っているものが数多く

存在しているのであります。例えば早稲田大学における大隈精神、慶應義塾大学における福沢精

神、また、同志社大学における新島精神のごときであります。本学園においても、ここに述べる

建学綱領を基盤として日本の学界に垂範する崇敬に値する風格を樹立せねばなりません。 
 

 

われらの行く栄光の道 

戦後におけるわが日本の経済的発展は、敗戦というおなじ運命を辿り、ともに復興の道を進ん

だ西ドイツの奇蹟的発展を、はるかに凌駕する神秘的発展を遂げたのであります。この偉大な成

果は日本人の知能と技術と勤勉の総合的所産であります。 

いまや、本学園はこの偉大な民族的栄光をバックボーンとして、郷土石川県、北陸三県、中部

圏及び日本海沿岸地区の地域開発のための学術的母体と技術的基地の主役を演ずるとともに、さ

らに世界市場に挑戦する産業日本の要求する最優秀な技術者と最上級の経営者を養成すべき重

責を双肩に担っているのであります。 

進んで将来は、現代アメリカの科学技術の聖地ともいうべきマサチューセッツ工科大学の運営

方針に学んで、日本の宇宙開発より産業社会学に至るまで、最高水準を誇る第一流の学園たらし

めんとする大志を実現して、民主主義日本の学界に偉大な栄光を捧げんとするものであります。

われわれは、この国家的至上使命を遂行するために本学園のあらゆる機能を結集して、その共同

的総力を挙げて精進する決意を持たなければなりません。 

昭和40（1965）年２月発表   
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三大建学旗標 

 

金沢工業大学及び国際高等専門学校は、学生、理事、教職員が三位一体となり、学園共同体の

理想とする工学アカデミアを形成し、学園創設理事である泉屋利吉翁が定めた三大建学旗標の具

現化を目的とする卓越した教育と研究を実践し社会に貢献します。 

 

我が国の文化を探究し、高い道徳心と広い国際感覚を有する創造的で

個性豊かな技術者・研究者を育成します。 

我が国の技術革新に寄与するとともに、将来の科学技術振興に柔軟に

対応する技術者・研究者を育成します。 

我が国の産業界が求めるテーマを積極的に追究し、広く開かれた学園

として地域社会に貢献します。 
 

 

 

学園の学章 

 
 
 
 
 
 

 

「三大建学旗標」 

人間形成 技術革新 産学協同 
 

三位一体の「学園共同体」 

 学生 理事 教職員 
 

科学技術を学ぶ者への指針を示す「３つの“Ｔ”」 

 Truth Theory Technology 
 真理 理論 技術１ 

 

以上の３つの要素を、学園のシンボルであるゴールデンイーグル（いぬ鷲）の翼を

モチーフにデザインしたものです。 

白山に棲息する天然記念物ゴールデンイーグルは、光に向かって進むとき頭部が金

色に輝く特徴を持っており、鳥類の中では最も高空を飛翔する勇敢な鳥と言われます。

そのゴールデンイーグルの力強いイメージは、勇気と信念を象徴しています。 

高邁な人間形成 

深遠な技術革新 

雄大な産学協同 
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学園のビジョン 

私たちは、学園を構成する人々（学生、理事、教職員）が共有する経営理念と価値群に基づく

明確なビジョンを掲げ、社会が必要とする教育、研究、サービスの継続的な改善活動に努めると

共に、その卓越性を追究し、社会に貢献します。 

 

① 教育の卓越性：人間形成を目的とする「教育付加価値日本一の学園」を目指します。 

② 研究の卓越性：「共同と共創による技術革新と産学協同の実現」を目指します。 

③ サービスの卓越性：「自己点検評価システムの成熟」を図り、学生を始めとする学園に関係

する方々(顧客)の満足度の向上を目指します。 

 

 

学園共同体の理解 

理念の実現に向けて、学園の学生、理事、教職員は、次のことを理解することが強く求められ

ています。 

１）工学アカデミアとは、学園を構成する人々（学生、理事、教職員）が学園共同体の一員とし

て行動する際、意思決定の根底をなす価値群である“KIT IDEALS”を共有し、お互いが必要

な知識や技能を与え合い、共同と共創による知恵の生産を行う場です。 

２）教育とは、学生が持つ潜在能力を引き出して総合的に伸ばしていくことです。すなわち、学

生の「知性、感性、徳性」を涵養することにあります。教育付加価値とは、本学園における

学習や経験全般から獲得した知識や技能だけでなく、価値観や態度を包含する総合的な「人

間力」です。 

３）学園の活動は、学園を構成する人々（学生、理事、教職員）や企業、保護者、社会等の要求

に応える「サービス」を成熟させ、その卓越性を追究することです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

    

  

学生、理事、教職員が共に追究する自己実現 

KIT IDEALS 

知恵 人間力 

教育付加価値 

知識 

技能 

自己実現 
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学園共同体の理想 

 

学園創設者の泉屋利吉翁は、学生・理事・教職員の三位一体で構成する学園共同体の理想を

掲げ「工学アカデミア」の建設に全力を傾けました。学園創設期においては、学生を“Young 

gentlemen”と呼び、彼らの自律と自主的な活動を支援し、自由と活気ある学園の樹立に心がけま

した。特に、直接、その設立を企画した穴水湾自然学苑は、豊かな自然の中で教職員と学生が

寝食を共にし、規律ある共同生活を送ることにより、お互いの信頼関係の構築と学園共同体の

理想を実現せんとするものでありました。傍ら、教職員の資質向上を図るため、教職員の学内

外への留学制度を構築し、全ての教職員に教育者としての自覚を強く求めました。 

初代校長・学長の青山兵吉先生は “ Truth (真理) ”  “ Theory (理論) ”  “ Technology(技術) ”を

当時の学園の記章に三つの“Ｔ”として込められ、学園を「知を求める場」「知を生産する場」と

され、本学園卒業生が我が国産業界において指導的役割を担う技術者・研究者として活躍する

ことを強く念じ、また信じておられました。学術に生きる青山兵吉先生の純粋で崇高な願いと

言動は、当時の教職員には忘れ難いものがあります。 

第２代大学学長の京藤睦重先生は、学生の学力や資質を直視され、多年にわたる教育者とし

ての信念に基づき、学園共同体の理想を「親切な学園である」との言葉に込められ、学生との

信頼関係を構築する軸として、基礎学力の向上を目的とする徹底した教育訓練を展開されまし

た。特に、「努力すれば、必ず報われる」と学生に熱く語りかけておられた姿や「誠意をもって

学生に対応すれば、学生は必ず応えてくれる」と自ら率先して学生と向き合う活力ある行動は、

教職員を励ますのみならず、学外の多くの方々から支持されました。 

私は､“KIT IDEALS”を標榜するにあたり、学園が組織として重視すべき価値と位置づけた 

・“ Kindness of Heart ”（思いやりの心）は、京藤睦重先生の教育者としての学生を思う心を 

・“ Intellectual Curiosity ”（知的好奇心）は、青山兵吉先生の学者としての純粋な崇高さを 

・“ Team Spirit ”（共同と共創の精神）は、泉屋利吉翁の学園共同体の理想を追究する闘志に 

満ちた活動を、それぞれ想起し定めたものであります。 

また、学園を構成する（学生、理事、教職員）個々人が重視すべき価値として位置づけた 

・Integrity（誠実） ・Diligence（勤勉） ・Energy（活力） ・Autonomy（自律） 

・Leadership（リーダーシップ） ・Self-Realization（自己実現） 

は、創設者を始めとして、歴代の学長・校長が話されたり、学生を諭された言葉の数々から、

その思いを要約させていただいたものであります。 

学園を構成する人々（学生、理事、教職員）が生涯にわたる「行動」を通して自己実現を目

指され、学園共同体の理想実現に寄与されますことを念願するものであります。 

 

平成14年１月          

理事長  泉屋 利郎   
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学園共同体の信条 

「学園共同体が共有する価値」に基づく信条（行動規範） 

この学園に集う私たちは、学園共同体として共有すべき価値を“KIT-IDEALS”としてまとめ、

これらに基づく信条を定めました。これを学生、理事、教職員が常に意識し、尊重することに

よって学園共同体の向上発展を目指します。 

 

Kindness of Heart  思いやりの心 

私たちは「素直、感謝、謙虚」の心を持つことに努め、明るく公正な学びの場を実現します。 

 
Intellectual Curiosity  知的好奇心 

私たちは「情熱、自信、信念」を持つことに努め、精気に満ちた学びの場を実現します。 

 
Team Spirit  共同と共創の精神 

私たちは「主体性、独創性、柔軟性」を持つことに努め、共同と共創による絶えざる改革を 

進め、前進します。 

 

Integrity  誠 実 

私たちは、誠実であることを大切にし、共に学ぶ喜びを実現します。 

 

Diligence  勤 勉 

私たちは、勤勉であることを大切にし、自らの向上に努力する人を応援します。 

 
Energy  活 力 

私たちは、活動的であることを大切にし、達成や発見の喜びを実現します。 

 
Autonomy  自 律 

私たちは、自分の行いを律し、１人ひとりを信頼し、尊敬します。 

 
Leadership  リーダーシップ 

私たちは、チームワークを大切にし、自分の役割を自覚しつつ、責任を果たします。 

 
Self-Realization  自己実現 

私たちは、自らが目標を持つことを大切にし、失敗に臆することなくさらに高い目標に 

向って挑戦することに努めます。 

 
 

学生宣言 
 

本学の学生全員が所属している学生団体である学友会は、各学年の議員より選出された全学

議員等で開催する全学議会において、学生自身が本学学生としてのモラルや倫理の向上を図る

ため、下記の「学生宣言」を採択した。 
 

１．我々学生は、学生の本分と社会のルールを守ります。 

２．我々学生は、「KIT-IDEALS」を行動規範として、人間力を備えた

「自ら考え行動する創造的探究・実践人材」を目指します。 

３．我々学生は、倫理を守りその実践に取り組みます。 

令和７年４月１日  第58期 学友会 

Ａ 
Ｌ 
Ｓ 

Ｋ 

Ｉ 

Ｔ 

Ｄ 

Ｅ 

Ｉ 
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教育の卓越性について 

昭和52(1977)年、読売新聞は「勉強する大学もある」との見出しで、本学の教育

の取り組みを紹介しました。当時は、京藤睦重学長のもと、基礎学力の充実に向け

た補充教育に熱心に取り組んでいる大学として、一部の教育関係者から高い評価を

得ることができました。 

第２代京藤睦重学長は、新聞社のインタビューで「大学の価値は、大学入学者の

偏差値の高さにあるのではなく、大学４年間で身に付けた『教育付加価値』の大き

さにある」と述べられました。当時、わが国の教育に、付加価値という言葉はまっ

たくなじみがなく、教育関係者の中でも賛否が分かれ大きな波紋を呼びました。爾

来本学は歴代の学長が「教育付加価値日本一」を目指す取り組みを進め今日に至っ

ております。第５代石川憲一学長は、平成７年「知識から知恵に」を標榜する教育

改革に着手され、教育実践の目標を「自ら考え行動する創造的探究・実践人材」の

育成と定めた取り組みが図られました。 

そして、現在の大澤敏学長は、「世代、分野、文化を超えた共創教育の実現」を

提唱し、新時代における教育改革に取り組んでいます。この教育改革は、多様性と

価値の共有に基づく、イノベーション創出ができる人材の育成を目指すものであり

ます。今日、予測困難な時代において持続可能な社会構築を自らの力で目指す人材

の育成が求められています。 

 

○人間形成基礎教育／Ｋ：Kindness of Heart（思いやりの心）の学習 

「思いやりの心」の本質は、自己の確立にあると考えています。他を尊重し、理解し、行動する

ためにはまず自分がなければなりません。さらには、「読む、書く、聞く、話す、考える」を高い

レベルで育成し、他人とコミュニケーションできる能力の育成が重要です。自分の思いを相手に正

しく伝えることができ、他人の思いを理解し尊重できることが社会人として求められる最も基礎的

な能力と考えています。 

本学は、この「思いやりの心」を育む基盤となる学習を人間形成基礎教育と位置づけています。

人間形成基礎教育においては、日本の歴史、文化、伝統、科学技術の歴史と倫理、日本および 

国際社会の理解を通じて、社会人・技術者としての考え方を育成しようとするものです。特に、自

然学苑で実施する「人間と自然」は、チーム活動を通して学生相互の啓発と自己の考え方をより熟

成させ発展させることを狙いとしています。本学の人間形成基礎教育は、読む、書く、聞く、話す、

考えるなどの基礎的能力の育成と、歴史観、倫理観、社会観の涵養に努め、「思いやりの心」の本

質の理解と展開につなげることを目標としています。 
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○修学基礎教育／Ｉ：Intellectual Curiosity（知的好奇心）の学習 

受動的で、消極的な若者が多数を占めるようになった今日の社会において、その対応策にさまざ

まな意見があります。さらに、「学ぶ意欲」の欠落は、学力低下問題と相まって、わが国の将来に

対する重大な不安定要因となっています。 

しかしながら、私たちは、若者にとって自主的で主体的に行動することがいかに困難で勇気のい

ることであるかについての認識が不足していると考えています。私たちは、まず彼らを励ますこと

から始めなければなりません。「意欲」の背景には、自信や活力さらには希望や目標といったもの

があり、「知的好奇心」が求める「情熱、自信、信念」に通ずる取り組みを必要としています。 

本学の修学基礎教育は、学生に「やればできる」という自信、自分の将来に対する希望、考える

ことへの興味、目標に挑戦する勇気を持たせることに努め、学ぶ楽しさと喜びを実現して、「知的

好奇心」の本質の理解と展開につなげることを目標としています。本学に入学してくる様々な履修

歴を有するフレッシュマンに対して、工学・科学技術への興味、基礎学力の調整、本学における勉

学の方法、自己の目標を持つことの大切さの理解を通じて、学生が主体的に行動できる教育を目指

しています。 

 

○プロジェクトデザイン教育／Ｔ：Team Spirit（共同と共創の精神）の学習 

現在、科学技術における「創造性」が強く求められています。創造性の背景には、独創性、主体

性、柔軟性を始めとする多くの価値群に基づく能力の発揮が必要となります。私たちは、１人の人

間がすべての能力を獲得し創造性を発揮できるようになることは極めて困難であると考えており、

チームとして互いに補い合いながら創造性を追究し、発揮することは可能であると考えています。

また、このようなチームの一員としての創造性発揮の経験は、個人の能力向上にも著しく貢献する

と考えています。 

本学のプロジェクトデザイン教育は、「知識から知恵に」を標榜する教育改革の軸となる教育と

して独自に開発したものです。教育課程の所定のレベルにおける「知識、技能」を総合的に応用す

ることで、問題発見と解決方法の考察を行い、さらに効果的にプレゼンテーションする能力の育成

を目指しています。この総合化の過程において最も重要なことは、チームワークの大切さを認識す

ることにあります。少人数によるグループ学習の中で、チームで活動することの喜びや、また難し

さを体験することが重要であると考えます。 

プロジェクトデザイン教育においては、チームによる創造性発揮の機会を与え、チームワークの

大切さと、個人の役割における自覚と責任、主体的な行動、柔軟な発想と対応、多様性と独創性の

理解を通じて、「共同と共創の精神」の本質の理解と展開につなげることを目標としています。 
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○専門教育：IDEALSの学習（自己の確立） 

科学技術の著しい進展は、専門教育における教育分野の高度化・多様化への急速な対応を求めて

います。一方で学部の４年間の限られた学修期間に実施できる教育の量的側面には限りがあります。

しかしながら、大学は解決困難と思われるこうした課題に適切に応える責務があります。 

本学の教育改革の方向性に示す「伝達すべき知識の量の精査と質の検証」は、大学としてもっと

も重要な課題といえます。教育改革における専門教育の目標は、工学基礎と専門基礎の重視にある

とし、同時に科学技術の変化への対応を可能とする能力の育成と定めました。 

変化への対応を可能とする能力には多様な側面があり、一定の枠内に定められるものではありま

せんが、有能な技術者の方々の努力の足跡や人柄を見た時、本学が学園共同体の信条“IDEALS”の

価値群が求めている価値観と、それに基づく行動の重要性が認識されるものであります。 

専門教育が知識や技能の学習を目的とするものであることは当然ですが、本学では、学生が卒業

後も技術者、研究者として生涯持ち続ける価値観の育成こそが重要であり、これは教員と学生の相

互信頼の内で伝達され育まれていくものと考えています。また、教員が日々の教育研究活動の中で

示す姿勢、態度、言葉の中に、学生に学んでほしい「価値」が含まれていると考えます。専門教育

においては、教員を人生の師とし、相互の信頼の中で知識や技能を与え合うことを通じて「IDEALS」

に基づく自己実現の大切さを理解し、行動する創造的探究・実践人材の育成を目標としています。 

 

………………………………………………………………………………………………………………… 

【教育の実践目標】 自ら考え行動する創造的探究・実践人材の育成 

自ら考え行動する創造的探究・実践人材とは、前述のとおり、本学が定めた“KIT-IDEALS”の価

値を行動規範とし、自ら問題を発見し、解決のための方策を考え、自分の意図するところや得られ

た成果をわかりやすく論理的に伝えることのできる人材としています。この目標を実現するために

各教職員は、教育の本質である「知性、感性、徳性」の大切さを各授業や学習支援、さらにサービ

ス業務などの中で具体的な行動を通じて示す必要があります。私たちの仕事から、学生の「意欲と

行動」を引き出す努力を図り、学生自らが「行動できる」と実感できるような実体験を学習活動全

般で取り組む必要があります。そのためには、次の諸点について具体的な実践を必要とします。 

Ａ．“KIT-IDEALS”を規範とする徳性の育成 

Ｂ．何が問題とされるべきかの感性の育成 

Ｃ．解決のための方策を考えるための知性の育成 

Ｄ．自分の考えを論理的に伝えることのできる行動力の育成 

本学の教育改革は、これらを全ての教育実践の中に包含し、個々の教員のみならず職員も日常的

活動の中に４つの教育を意識的に展開する努力が望まれます。 

私たちは、常に意識の中に“KIT-IDEALS”が求めている行動とは何か、学生が自主的、自発的に行

動するためにはどうあるべきかを模索し、具体的な実践に結びつけることが必要です。本学園の各

組織にとって、学生がそこを訪れるということが行動の第一歩であり、行動の成果の是非が次の行

動に大きな影響を与えることを認識しなければなりません。学園の全ての機能が、この教育改革の

目標とする「自ら考え行動する創造的探究・実践人材の育成」に向けてベクトルをそろえることを

強く要望します。 
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研究の卓越性について 

金沢工業大学は開学当初から、わが国産業界の第一線で活躍されている有能な技術

者・研究者の方々を本学教員に招聘してまいりました。これは本学における教育・研

究が社会と遊離した存在となることを防止するのみならず、産業界の技術ニーズや人

材ニーズを的確に把握し、これに応える教育・研究体制の構築を可能としたものです。

このことは、本学の「研究の卓越性」を追究する根幹に位置するのみならず、建学の

理念に基づく「技術革新」と「産学協同」を実現するものでもあります。 

今日、大学に期待するものとして、社会が必要とする創造的研究と大学発ベンチャ

ーの創出が望まれております。同時に、産学官連携の必要性が社会的要請とされつつ

あり、これまで大学の自治に基づく学術研究の独立を主張してきたわが国の大学の多

くが、戸惑いの中で新しい道を模索し始めています。 

一方で、現在の社会の風潮が、本学にとって大きな恵みの風であることも見逃せま

せん。「産学協同」の取り組みは、本学にとって開学当初からの目的であり、これま

での経験の蓄積は他大学の追随を許さぬものがあります。特に、本学に着任された教

員と出身企業との個人的な信頼関係を軸とする企業との連携の絆は、本学の貴重な財

産であり大切にしなければなりません。 

学園共同体が共有する“KIT-IDEALS”の信条に基づく行動を「信頼のパイプ」を通

じて産業界に広めていくことが更に重要になっているのです。私たちが「なすべきこ

とは何か」「できることは何か」の視点で、着実な歩みを進めながら、その実践目標

を「国際社会に貢献する科学技術の開発」に定め、さらなる努力を重ねます。 
 

○共同と共創 

本学は、教育と研究の両面に亘る活動によって社会に貢献する存在にあります。建学理念は、教

育と研究における卓越性の追究を求めたものであり、建学以来真摯にその実現に邁進すると共に、

その高度化を推進しています。 

１人の人間が教育と研究の両面で、ともに卓越性を実現することははなはだ困難なことであり、

どうしても一方に隔たった取り組みになりがちになります。大学の内部における理解の矛盾が、と

もすれば教育と研究の両面が社会の求める水準や内容になっていないとの批判に繋がる結果を招

いたものであり、大学の存在そのものに自己憧着を抱かせるものにしています。 

本学においては開学以来すべての教職員に対し、教育に軸足を置いた行動を強く求めてきていま

すが、一方で産学連携に基づく高度な研究は大学の価値を高めるのみならず、学生に学習の目標や

将来の夢を身近に感じさせ、意欲を触発する上で重要な役割を果たしてきたことも事実です。率直

に言えば、本学においても教育と研究の両立の難しさを認識しながら、その自己憧着との戦いの連

続であったと思います。私たちは、この自己憧着を解決する方法を「共同と共創」に求めています。 

現在は、研究における「共同と共創」の高度化を求めて、国際的視野に立つ連携大学院の充実強

化と産学連携による共同研究の充実強化を推進し、同時に学外の研究者を共同研究員や、客員研究

員などによって招聘し、研究の活性化を一層促進しようとしているものであります。大学は「社会

の一員である」とするあたり前のことを自覚し、社会との共創を目指して積極的に大学の教育と研

究への参画を、産業界を始めとする社会に求めていく必要があります。 
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○研究所の整備充実 

大学が優れた研究成果を生み出すことを社会は強く求めています。わが国においては、産業界に

おける先端的研究が大学のそれを凌駕するものがあり、また大学の研究が社会のニーズに適合して

いないとの批判もあります。 

「産学連携」においては、その主体がどちらであるかが問題となります。大学は当然のこととし

てその主体が大学にあると主張します。産業界は同様に企業の都合を優先した利益を主張します。

私たちは多年の経験からお互いの立場が対等であり、「共同」であることが大切であるとしてきま

した。共同であることの最も重要な鍵は「信頼」にあります。信頼がなければチームは成り立ちま

せん。大学が自律し、その自己実現を目指す姿を社会に認めてもらうことが大切です。 

大学が特色ある教育と研究によって、社会に貢献し、社会の尊敬を得られる存在とならなければ

なりません。私たちは、そのため教員にチームとしての教育・研究活動を求め、「共同と共創」の

実現を目指す研究所の開設を推進し、施設設備の充実に努めています。 

○連携大学院制度の発足 

大学における「教育のあり方」が見えない、解らないことが社会の苛立ちをさそい、今日の大学

教育に対する不信や不満に繋がっています。 

本学は連携大学院制度を発足し、一部ではあっても教育・研究における「共同と共創」を実現し

ようと考えています。この連携大学院による双方向の人事交流が信頼のパイプとなり、さらなる広

がりを生むべく努力していくことが大切です。科学技術の進展は近年ますますその速度をあげてお

り、大学が社会のニーズのすべてに応えることは物理的にも困難であります。こうした時、産業界

の第一線には優れた人材と優れた研究環境が整備されていることが多く、私たちはこれまで羨望の

眼差しで見つめてきました。私たちは、これら高度な研究施設と人材に対し、信頼の財産をもって

「共同と共創」の実現を求め、学生に先端的教育・研究の機会を与え、技術革新を担い得る人材の

育成を目指します。 

○社会人教育への取り組み 

本学は、科学技術の進展に対応するべく大学院の充実を図ってまいりました。本学園卒業生が約

７万人を超えるに至り、卒業生のリカレント教育の場としての機能が大学に求められています。 

創造的探究・実践人材である本学卒業生に対して、企業が求めている能力は、より高度な専門的

知識とその応用能力だけではありません。わが国社会の急速な国際化と情報化に伴い、高度なIT

技術や、さらには国や企業における知の競争における知的財産権に係る知識や、組織運営や企業経

営に必要な知識が求められるに至っています。私たちは、こうした社会の急速な変化に対応するリ

カレント教育の体制を整備することが卒業生と社会の信頼に応えることになると考えています。 

東京・虎ノ門に開設した社会人を対象とする大学院イノベーションマネジメント研究科はこうし

た社会的要請に応えるべく構想されたものです。今後もさらなる改善と充実を図り、社会的要請に

応える社会人教育を実現したいと考えます。これまで、わが国の産業界においては、各企業が社員

を自らの組織で教育し、大学の教育に何らの期待を持たなかった時期が永くありました。しかしな

がら、産業界を取り巻く環境は著しく変化し、さらにその変化のスピードに対応する能力がこれま

で以上に求められています。 

今こそ大学が信頼を回復するチャンスであると思います。私たちは社会のニーズを的確に把握し、

大学の持てる力を結集することで、社会に貢献し信頼を獲得する取り組みを積極的に推進します。 
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○研究資金確保の施策 

学生納付金が約８割を占める本学財政の現状において、研究にかける資金には限度があります。

研究のための外部資金の確保は、研究推進の上で最も重要な課題です。教育と研究の両立を目指す

大学にとって研究に特化した資金調達とその成果の還元は常に困難な課題でした。 

本学は平成６年４月研究支援機構の発足とともに、研究に特化した資金調達を組織的に行う取り

組みをスタートさせました。今日幾多の困難を克服して、一定の成果を得る仕組みづくりができま

した。また知的所有権獲得とこれに基づくロイヤリティー収入の確保の仕組み作りにも着手し、よ

うやくその糸口が見出せるところまできたと考えています。こうした努力は、今日の社会的風潮の

中で多くの大学が試みはじめてきており、今後は競争の中でその成果が求められることになります。 

「共同と共創の精神」に基づく「技術革新」と「産学協同」は、私たちの理念として意識に深く

根ざしており、産業界との連携推進を図るパイプがすでに存在しています。私たちは、今後とも本

学に対する信頼の絆を大切にし、これをますます厚く拡大する努力を行い、「共同と共創」の実現

を図り研究資金確保に努める必要があります。 

………………………………………………………………………………………………………………… 

【研究の実践目標】 国際社会に貢献する科学技術の開発 

大学における教育研究の高度化の尺度が大学の論理のみによって決められたものから、社会への

貢献度によって決められるとする大きな変化がおきていることを認識しなければなりません。社会

はすでに国際化の時代にあり、特に科学技術の開発は国際的視野の中で激烈な競争がなされていま

す。こうした時代にあって、本学も国際的視野の中で行動し、競争に打ち勝つ努力と気迫を持たな

ければなりません。本学が研究実践の目標として定めた国際社会に貢献する科学技術の開発は、本

学として成し遂げなければならない重要な目標です。 

そして、この目標実現には共同と共創による取り組みが不可欠です。 

・学生との共同と共創による教育研究の実践 

・連携大学院による共同と共創 

・産業界を始めとする社会との共同と共創による教育研究の実践 

本学はすでに米国を始めとする多くの海外の大学との連携が実現しており、教育と研究の両面に

渡る交流の実績をもっています。さらには、連携大学院や共同研究ラボの設置による教育・研究の

交流や八束穂リサーチキャンパスにおける先端技術の創出は、わが国における先駆的な取り組みで

あり、双方向による人材交流を一層促進するものとして発展させようと考えています。 

社会との共同と共創においても、東京に開設したイノベーションマネジメント研究科が社会人を

対象とする教育実践において、社会の先端的分野において活躍される企業人を多数客員教授にお招

きし、共同と共創による教育研究の実践を実現しています。 
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サービスの卓越性について 

平成11年１月には、第７代泉屋利郎理事長のもと「顧客満足度向上プロジェクト」

が発足し、学生を主要な顧客と定義し、業務改善の努力を図っています。主要な顧客

である学生のニーズの把握は顧客満足度向上のかなめであります。 

学生に積極性がない、意欲がない、目標を持たない、勉強しない、基礎学力がない

等々数え切れない不満が大学関係者の声として聞こえてきます。一方、学生には、授

業がつまらない、授業が解らない、役に立つと思えない、親切に対応してくれない、

何をしていいか解らない等々、やはり数えきれないほどの不満があることが分かって

います。教育を責務とする側と受ける側の対立した図式の中で、安易に学生の満足度

の向上を図ろうとすれば、自己実現に努力する学生のニーズとは違う大学レジャーラ

ンド的発想の要求とその対応に気が遠くなるほどの努力が必要となります。 

私たちが目指す顧客満足の向上は、こうした相対するものの関係、すなわちサービ

スを「提供する側」と「受ける側」の関係で考えているものではありません。本学園

は、学生、理事、教職員が三位一体となり活動することによって社会に貢献すること

を目指すものであり、究極的に言えば、本学の真の顧客は送り出した学生を受け入れ

てくれる社会なのです。顧客満足度向上プロジェクトが学生を主要な顧客と位置づけ、

学生の意欲の触発を促そうとするのは、学生が三位一体の一翼を担う大切な存在であ

るからです。さらには、毎年卒業していく学生が社会で活躍することが高等教育機関

たる大学の最も重要な社会的責務であるからです。わが国の大学には教員 → 職員 

→ 学生の序列の中で、教員を中心とし、教員を主役とする伝統的な組織運営の歴史

があり、未だに大学の一般的な体質となっています。これは研究者たる教員による学

術研究の成果としての科学技術の開発が大きな社会貢献に繋がってきたことから、こ

れを実践する教員を大切にし、研究に必要なサービスが提供され、そのことが大学の

『目的』とされたからです。 

教育と研究の卓越性を追究する本学の立場にあって、学生や教員が互いに顧客の立

場を主張するなら、サービスを提供するのは一体誰なのか。これは、大学を構成する

人々の意識を混乱させ、職員と呼ばれている人々の意欲を低下させる結果を招くこと

に繋がります。学生が一方的にサービスを受ける側に立つ限り、サービスの提供を待

つ存在としての受動的立場からの自立はありません。教員が研究に対するサービスの

提供を、一方的に大学に期待し、大学に依存する限りにおいては、本学の建学の理念

とする「人間形成」「技術革新」「産学協同」の実現は望むべくもありません。 
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私たちは建学以来、学生、理事、教職員が三位一体となって、社会に貢献することを

目指す共同体なのです。私たちが組織として重視すべき価値と位置づけた、 
 

■Ｋ：Kindness of Heart 【思いやりの心】 

私たちは〔素直、感謝、謙虚〕の心を持つことに努め、明るく公正な学びの

場を実現します。 
 

■Ｉ：Intellectual Curiosity 【知的好奇心】 

私たちは〔情熱、自信、信念〕を持つことに努め、精気に満ちた学びの場を

実現します。 
 

■Ｔ：Team Spirit 【共同と共創の精神】 

私たちは〔主体性、独創性、柔軟性〕を持つことに努め、共同と共創による

絶えざる改革を進め、前進します。 

を学生、理事、教職員が共有する目標と成し、「工学アカデミア」形成の理想実現を図

ります。 

 

 

○教育ニーズの把握と実践（思いやりの心） 

学園創設者である泉屋利吉翁は、学生をヤングジェントルマンと呼び、彼らを一人前の大人とし

て常に接しておられました。初代学長である青山兵吉先生は、学生を学徒とされ、学ぶ楽しさを伝

えるべく学生に常に話しかけられました。第２代学長の京藤睦重先生は、時には学生を厳しくしか

り、時には学生を大いに誉め、学生との深い絆を結ばれました。歴代の学長や教員の方々の魅力あ

ふれた学生との接し方は多様で、すばらしいものがあります。学生にとって自分を認めてくれる人

がいる。さらにはその人が人間的に尊敬できる魅力に満ちた人であれば、大きな喜びに繋がるのは

当然であります。 

学生は本学に進学した段階で、技術者あるいは研究者への道を選択したのです。一部の卒業生は、

「泉屋利吉翁が礼儀正しい態度で学生の話に真剣に耳を傾け、その要望を実現しようとされる姿を

見た時、自分たちも一人前の人間にならなければと思った。さらに、青山兵吉先生のように、学生

は勉強したくてしょうがない存在だと思い込み、そのように接しられた時、勉強の嫌いな学生にと

っては大きな戸惑いと恥ずかしさを感じた。また、京藤睦重先生のように何が何でも一人前の技術

者に育てようとの情熱をもって真剣に対応されたときは、自分のためにここまでやってくれるのか

と大きな感動を覚えた」と述懐しました。 

多くの卒業生が本学園での先生方との「絆」を大切にしていることを知った時、私たちは大きな

喜びを感ずるものであります。私たちは一人でも多くの学生と「信頼の絆」を結び、技術者、研究

者を目指す学生と共に〔素直、感謝、謙虚の心〕を持つことに努め、明るく公正な学びの場の実現

を図ります。 
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○研究ニーズの把握と実践（知的好奇心） 

産業界出身の教員が多数在職する本学にとって、産業界の研究ニーズは常に把握できているとい

っても過言ではありません。本学にとって大切なことは、それが社会に与える影響と学生の教育と

の連係にあります。 

国際社会に貢献する科学技術の開発を活動目標とする研究の卓越性の追究が、研究のための研究

であってはならないのです。学園共同体の理想である三位一体は研究においても学生の積極的な参

加が求められるのであり、教員と学生の共同、さらには教員と学生、外部の協力者といった共同と

共創による研究活動の展開が不可欠なのです。 

研究の高度化により学生が置き去りにされるならば、それは本学の研究とは成りえないのです。

研究者として成果を挙げられた方たちが異口同音に「現在の研究は若い時の発見や発明に基づく」

と語っておられます。もちろんごく少数の天才的な方たちのことを一般論とすることはできないこ

とを承知しています。しかしながら、学生を信じたい、学生と共にありたいが本学の信条である「知

的好奇心」の根底にある思いなのです。 

私たちは学生に、教育・研究に意欲的に取り組む姿を求めながら教育・研究の高度化を推進し、

社会に貢献したいと考えます。研究のニーズは教育のニーズと一体のものであります。私たちは〔情

熱、自信、信念〕を持つことに努め、精気に満ちた学びの場の実現を図ります。 

 

○社会ニーズの把握と実践（共同と共創の精神） 

かつてわが国の大学審議会は、次の３点による大学改革の必要性を文部科学大臣に答申しました。 
 

１．教育機能の強化／創造性豊かで時代の変化に柔軟に対応できる人材を養成するため各大学が、

それぞれの個性、特色を発揮しながら教育内容を見直し、魅力ある授業を展開していくこと。 

２．世界的水準の教育研究の推進／世界をリードするような研究を推進するとともに、優れた研

究者や高度の専門能力を持った職業人を養成するための拠点として、大学院を充実強化して

いくこと。 

３．豊富な生涯学習機会の提供／生涯を通じて学習する機会を提供していくことができるよう、

大学を中心とする高等教育をもっと柔軟で開かれたものに変えていくこと。 
 

これらは、いずれも今世紀のわが国を展望し、社会的必要性の中で大学にその実現を強く求めた

ものであります。爾来今日まで大学には、ほぼこの３点に集約されるさまざまな取り組みが求めら

れており、今日終戦後におけるわが国高等教育の最大の改革に繋がっているものです。社会のニー

ズの多様性と変化に、いたずらに目を奪われることなく、先に示された３点を本質とする改革の取

り組みを着実に行っていくことが重要です。しかしながら、一方で私たちの思い込みにも注意しな

ければなりません。私たちの行動が真に社会に貢献するものとなっているかを常に検証し、さらな

る努力を積み重ねていくことが大切です。激動する今日の社会にあって、私たちは〔主体性、独創

性、柔軟性〕を持ち、社会との「共同と共創の精神」を求め、その実践を図ります。 
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………………………………………………………………………………………………………………… 

【サービスの実践目標】夢考房キャンパスの実現 

平成５(1993)年７月に夢考房（26号館）を開設し、学生が自主的、主体的に活動できる「モノづ

くりの場」としました。学生がチームを組み、プロジェクト活動が活発に行われ、今日に至ってい

ます。自己開発センターにおいては、資格取得を目指す学生たちが集い、グループとなって勉強す

る姿が見られます。数理工教育研究センターにおいては、より高度な数学、物理の学習に取り組み

たいとする学生たちに特別講座を開講し、グループとなって学習する体制作りが図られています。

また、学内でアルバイトをする学生たちにも、各業務関連においてグループ学習を促進する仕組み

が実施されています。 

私たちは、プロジェクトデザインⅢの発表会やプロジェクトデザインⅠ、Ⅱのポスターセッショ

ンを見た時、チーム活動によるいくつかのすばらしい成果が見られ、大きな喜びを感ずるものです。

また各研究所においても、社会との共創を目指す取り組みに学生が参画し、生き生きとした活動が

みられます。さらに、クラブ活動やサークル活動に取り組んでいる学生たちも、勉強との両立に苦

労しながらも、粘り強く努力して、競技の成績とは違うすばらしい成果を勝ち得ていると感ずるも

のです。 

今日、わが国の経済は好転していますが、学生の就職環境は今なお発展途上にあります。企業の

人事担当者にどういう人材を望んでいるかを問えば、正に本学が教育の目標としている「自ら考え、

行動する創造的探究・実践人材」像に繋がる回答を得ています。さらに企業の人事担当者に、そう

した人材をどのように選別するのかを問えば、大学での活動を、面接等を通じて詳細に確認すると

述べておられました。就職先企業は、学生の大学における活動全般を調査対象とし、企業に就職し

てからの成長の可能性を見いだそうとしています。 

こうした時代にあって、学生は大学在学中、自らが主体性をもって活動し、活動の実績を積み重

ねることに努める必要があります。また、大学は学生が主体的に活動できる場を提供する必要があ

ります。４年間をなんとなく過ごすことが許される時代ではなくなったのです。この４年間を価値

あるものとすることが、私たちに求められております。私たちは学生、理事、教職員が三位一体と

なって「夢を求め、夢を共有し、共々に努力していく大学」でありたいと考えます。本学のあらゆ

る場所、あらゆる機能を三位一体による共同と共創の場と成す「夢考房キャンパスの実現」を目指

します。 
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知識を知恵に 

国際高等専門学校（以下、国際高専）は、社会が求める人材像を「グローバルイノベーター」と定義

し、その人材育成プログラムの中核を成す能力開発を「考える力の育成」と定め、国際高専と金沢工

業大学（以下、金沢工大）が共同で構築した教育システムを「５＋４」スクールシステムとしています。 

今日「グローバルな社会」、「高度な情報化社会」、「高度な知識社会」であることは疑いもなく、

人工知能の出現によって、より大きな変革が訪れることが必然とされています。そして、今後益々、

人として「高いレベルでの思考力（知恵）」が希求され、この能力の獲得がこれからの社会で最も

重要とされると共に、その獲得方法の工夫改善が求められています。 

■ 国際高専のED教育 

国際高専が開発したエンジニアリングデザイン(ED）教育の特色は、人間が本来持っている「人

を助ける、人に役立つ行動を誘発する『洞察する力』『観察する力』『共感する力』」を育てること

によって、「着想・インスピレーション」という感性を育み、「発想・アイデアを創出する」、更に

は「設計・形を作り出す」というデザインシンキングプロセスを繰り返し経験し、チームで思考錯

誤しながらお互いの探究力を深め、新しい価値を創出する能力である「考える力の育 

成」を目指しています。 

特に、この「考える力の育成」を企図するスタート時期として、人間の感性が最も研ぎ澄まされ

ると言われる「15歳からの高等教育」には大きなメリットがあると考えており、このスクールシス

テムの有効性を感じています。18歳からは、金沢工大の１年次･２年次生との共創学修を行います。 

■ 金沢工大との共創教育 

金沢工業大学は、現在、アメリカ・マサチューセッツ工科大学とスウェーデン・チャルマース工

科大学が2000年に共同で発足した工学教育の世界標準である「CDIOイニシアチブ（2019年９月現

在：40ヶ国、173機関が加盟）」が提唱する教育スタンダード（12のフレームワークから構成される）

に加盟し、CDIOシラバスで求められる教育実践「Conceive（発想・考え出す）→Design（設計する）

→Implement（実行する）→Operate（運用する）プロセス」をプロジェクトデザイン教育に取り込

み、１年次から４年次、更に大学院教育の中核に位置づけることによって、社会実装を視野に入れ

た教育研究に取り組んでおり、国際高専の学生は「５＋４」スクールシステムにおいて「知識を知

恵に」する実践を繰り返し体験します。 

■ グローバルイノベーター 

知識が価値であった時代から、社会が求める「新しい価値（イノベーション）」が必要となり、

これを生み出せる人が大切にされる時代が到来しました。新しい価値を生み出すプロセスの中で、

最も大切なことは「チームを組んで共同作業に取り組む、共創の体験」にあります。 

多様な経験、多様な視点、多様な知識を持つ人達がチームとなって、問題発見・解決のために熱

い議論を繰り返し、知恵を絞り出す中で培われる「人間力」を、高いレベルで持つ人のことを、「グ

ローバルイノベーター」と称し、これからの社会で求められる技術者のリーダーとして活躍する人

材の育成を目指します。 

KIT／ICT スクールシステム 
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グローバルイノベーターとは、決まった答えのない課題にチャレンジし、言葉や文化、専門分野を超えて、さまざまな 

人々と協力しながら、新しい価値を生み出していく人々のことです。私たちは金沢工業大学と連携しながら、国連に 

加盟する世界193カ国が同意したSDGs（Sustainable Development Goals：持続可能な開発目標）の17の目標を念頭 

におき、地域の課題や地球規模の課題解決に貢献できる人材を育成します。 

 

 

修士研究 

プロジェクトデザインⅣ 

・高度専門職業人の育成 

・最先端の教育研究プロジェクト 

・研究成果を国際会議で発表 

・ジョイントディグリー 

・デュアルディグリー 

・COOPプログラム 

・世代を超えた共創教育 

・文野を超えた共創教育 

・文化を超えた共創教育 

・協働によるイノベーションの創出 

・多様性の理解 

・問題発見・解決策の基礎を学ぶ

・高いレベルでの 

English STEM教育 

・大学の専門科目を履修 

・世界中から集まった学生と学ぶ 

・機械や電気、情報など理工学の基礎やビジネス科目を学ぶ 

・生活は現地の家庭でホームステイ 

・現地企業でのインターンシップやプロジェクト活動に参加 

・欧米型ボーディングスクールでグローバルリーダーに必要な全人格的素養を育成 

・英語で科学、技術、工学、数学を統合的に学ぶEnglish STEM教育を実施 

・白山の自然や地域社会をテーマとした探求型の学習・プロジェクト活動を 

地域の方々と行う

・全寮制を活かし、夜間にも学修の定着やプロジェクト活動を行う 

・ダイバーシティコミュニティを形成―教員の７割が外国人 

エンジニアリングデザイン教育（国際高専の５年間） 

問題の発見 

課題の明確化 

解決策の創出 

評価・選定 

設計の具体化 
有効性の検証 

プロジェクトデザイン教育（金沢工業大学３年次編入後） 

・情報検索法：先行事例の調査 
・情報収集法：観察・ニーズ調査 

・情報分析法：問題の分類・可視化 
・要求仕様作成法：規約条件の検討 
・テーマの設定法：重み付け 

・定量評価と改善法 
・実現可能性評価と改善法 
・コストの計算法 

・ブレーンストーミング、KJ 法 
・特性要因図 
・要素技術の組み合わせ 

・実証実験計画法 
・プロトタイプの作製 
・実験・分析法・精度・検定 

イノベーション能力 

各段階で習得する事項 

１ 洞察･観察･共感 
ユーザーの 

ニーズを探求する 

３ 発想 
アイデアを創出し、 

知的相互作用を促進させる 

２ 着想 
文脈を組み替えながら 
考え、問題を定義する 

４ 設計 
プロトタイプを 

作りながら考える 

作る 知る 

抽象的 

具体的 

 

 

 

 

扇が丘 

キャンパス 

 

 

やつかほ 

リサーチ 

キャンパス 

 

 

白山麓 

キャンパス 

 

 

金沢 

キャンパス 

・問題発見・解決策の 

基礎を学ぶ 

・グローバルイノベーターを 

目指す STEAM 教育 

・大学の専門科目を履修 

・ボーディングスクールでグローバルリーダーに必要な全人格的素養を育成 

・英語で科学、技術、工学、数学を総合的に学ぶ English STEM 教育を実施 

・白山の自然や地域社会をテーマとした探求型の学習やプロジェクト活動等を 

 地域の方々と行う 

・全寮制を生かし、夜間にも学修の定着やプロジェクト活動を行う 

・ダイバーシティコミュニティを形成―教員の７割が外国人 

・世代を超えた共創教育 

・分野を超えた共創教育 

・文化を超えた共創教育 

・協働によるイノベーションの創出 

・多様性の理解 
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はじめに 

 国際高等専門学校（ICT）は、前身である金沢工業高等専門学校が築いてきた 60年に亘る教育

研究基盤を礎とし、新たな教育目標のもと時代とともに進化発展しました。授業は原則英語で行

い、１・２年生は白山麓キャンパスでのボーディングスクール（全寮制教育）、３年生は海外留学

を経験し、４・５年生は金沢工業大学(KIT)と連携した共創教育（ICT/KITスクールシステム）を

通じて、世界で活躍できる理工系人材の育成に取り組んでいます。 

 これまでの国際高専としての８年間の教育成果を踏まえ、2030年に向けて、私たちは「ICT 

Vision 2030」を掲げ、さらに進化した高専教育の実現を目指します。 

________________________________________ 

 

教育目標 

グローバルイノベーターを育てる 

 ICT Vision 2030が描くグローバルイノベーター（世界で活躍できるエンジニア）とは、理工

学の知識を使って問題を発見し、解決策をカタチにするとともに、国際共通語である英語を駆使

して仲間と共に新たな社会価値を創出できる人を指します。 

 また本校では、自身の考えを日本語と英語で説明できる力も身につけます。 

そして、グローバルイノベーターは、多様な文化や価値観を尊重しながら、より良い社会をつく

るために行動できる力を持つ人です。 

________________________________________ 

 

１.グローバルイノベーターに必要な資質とは 

 グローバルイノベーターに必要な能力は、「行動力」「社会性」「協働力」「多様性」「知的成長」

に集約できます。ICTでは、グローバルイノベーターは以下に示すような能力を備えるととも

に、これらを日本語と英語で表現し実践できる人と考えています。 

 

1. 挑戦と創造力（新しいことに挑戦し、アイデアを形にする力） 

2. 社会貢献と倫理観（社会に役立つことを考え、正しい判断ができる力） 

3. 協働とコミュニケーション力（仲間と協力し、わかりやすく伝える力） 

4. 多様性理解と自己表現（いろいろな文化や価値観を尊重し、自分の考えを表現する力）  

5. 科学的思考と継続的学び（事実に基づいて考え、学び続ける力） 

  

ICT Vision 2030 

未来を創造し世界で輝くグローバルイノベーターを育てる高専 

～ Shine in your own way ～ 

 



20 

２.理工系学生のためのリベラルアーツ教育の進化 

考える力とつくる力を育てる教育 

 不確実性が高まる社会において、教育の中心は単なる知識の獲得ではなく、問題発見・解決の

思考方法やそのプロセス、そして自ら考える力を育むことにあります。 

 ICTでは、AI・IT・モノづくり・ビジネスの基礎を学び、創造的なチーム活動を通じて問題解

決力を養う「エンジニアリングデザイン」を柱に、英語による理工学思考力を育む「English 

STEAM」、地域創生活動などを通じて人間力を鍛える「課外活動プログラム」を統合・拡張した、

以下に示すような理工系学生のためのリベラルアーツ教育を実践します。 

・問題を発見し、解決策を考える力を育てます。 

・英語でリベラルアーツおよび理工学を学び、世界の人々と協働できる力を養います。 

・STEAM教育により、理工学の幅広い知識・スキル・感性を修得します。 

・SDGsを基盤に、さらに未来志向の社会的課題に取り組みます。 

・「エンジニアリングデザイン」を通じてアイデアをカタチにする手法を学びます。 

・スタートアップの概念から革新的な技術やビジネスモデルを生み出す手法を学びます。 

・工学教育の世界標準である CDIO（Conceive-Design-Implement-Operate）の理念を取り入れた

社会実装型教育を展開します。 

 

 

３.グローバル教育のさらなる充実への挑戦 

国内外で学ぶ経験を 

・教員の約半数が外国人である強みを生かし、英語を「道具」として使いこなすとともに、世界

の人々と協働できるコミュニケーション力を身につけます。 

・１年間の海外留学を通じて、異文化を体験するとともに、海外で学べる専門分野を広げるた

め、新しい留学プログラムを開拓します。 

・正課授業のみではなく、課外活動やコトづくりも英語で行います。 

・夏季休暇期間などを利用した短期海外留学プログラムを充実させます。 

・海外の学校や企業との提携・交流を広げ、国際的な視野を育むために、長期海外インターンシ

ップ（コーオプ教育）などの体験型プログラムを推進します。 

・ユネスコスクール加盟の利点を活用し、世界的な学校ネットワーク「ESD（持続可能な開発のた

めの教育）推進校」との交流を進めます。 

・卒業後に海外の大学へ進学する学生への支援強化、国外企業への就職などグローバルに活躍で

きる人材を育てます。 

・海外渡航が難しい場合でも、オンラインで海外の学生と学ぶ仕組みや国際共同授業を通じて、

世界中の学生とリアルタイムで学び合うことができる、オンライン国際交流プログラムを開発

します。 
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４.ICT/KITスクールシステムの活用 

未来のエンジニアを育てる仕組み 

・1st Stage：１・２年生は、自然豊かな白山麓キャンパス（ボーディングスクール）で学びま

す。 

・2nd Stage：３年生は、1年間の海外留学・ホームステイを経験します。 

・3rd Stage：４・５年生は、KITの研究室へのインターンシップまたは企業インターンシップに

参加します。 

・4th Stage：国内や海外の大学に編入学し、高度な研究環境でイノベーションプロジェクトに取

り組みます。 

 特に、KITに編入学を希望する学生は、ICT（５年間）と卒業後の KITでの３・４年次（２年

間）と大学院博士前期課程（２年間）による９年一貫教育を通じて、「グローバルイノベーターの

育成」を推進する「ICT/KITスクールシステム」を活用することができます。 

 

 

５.学生と教職員が成長できるラーニングコミュニティづくり 

多様性を大切にするキャンパスライフ 

 ラーニングコミュニティとは、学生と教職員が主体的に学び合い、人間力を高め合う場です。

このコミュニティでは、個性と多様性が尊重され、活気と彩りに満ちた以下に示すようなキャン

パスライフを創造します。 

・入学から卒業・修了までをしっかりサポートする仕組みを整えます。 

・留学生には日本語教育支援を行います。 

・いろいろな国や文化の異なる仲間と学ぶダイバーシティが確立された学びの場をつくります。 

・教職員も学生と共に学び続ける姿勢を大切にします。 

・地域と連携したプロジェクトを通じて、社会実装への取り組みに貢献します。 

________________________________________ 

 

おわりに 

 ICT Vision 2030では、2018年にスタートした日本国内で唯一、英語で授業を行う高専教育研

究をさらに進化させ、未来をつくるグローバルイノベーターを育てていきます。皆さんが「挑戦

してみたい！」と思えるような学びの場を、ICTはこれからも提供し続けます。 
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〔令和８年４月１日〕 再生紙を使用しています。 


